
～ アクセス集中対策サービスのご利用事例 ～

アクセスが集中する日でも
安定したサービスを提供

2022 年

入学試験の合格発表日は、Web サイトへのアクセスが集中し安定稼働できない状況となっていました。 
しかし、Web サイトはオンプレ環境に構築されており、特定の期間だけサーバのスペックを上げるという
ような対策も難しい状況でした。
この課題を解決するため、リウコムインターネットサービスでは、CDN（コンテンツデリバリーネットワーク） 

を利用した「アクセス集中対策サービス」をご提案しました。
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アクセス集中対策サービスとは
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利用可能なサーバ

コンテンツがキャッシュ可能な設定となっていれば、オンプレミスでも仮想サーバでもご利用可能です。
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【 アクセス集中対策サービスを利用しない場合 】
コンテンツを参照する
際はWeb サーバへ
アクセスする必要が
あるため、利用者が
増えるほど Web 
サーバへの負荷が
増えます。利用者
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【 アクセス集中対策サービスを利用した場合 】
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Web サーバの
コンテンツはアクセス
集中対策サービスに
キャッシュされるので、
Web サーバへの負荷
を抑えることができます。
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